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―
「
声
明
」
と
「
音
楽
」
に
つ
い
て
研
究

さ
れ
た
動
機
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

―『
大
谷
派
声
明
に
つ
い
て
』を
発
表
さ
れ

た
の
を
契
機
と
し
て
、
一
斉
に
各
宗
派
の

声
明
の
研
究
が
進
ん
だ
と
お
聞
き
し
ま
し

た
が
、
そ
の
お
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
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〔
略
　
歴
〕

昭
和
　
　
八
年
　
京
都
府
に
生
ま
れ
る

昭
和
三
十
四
年
　
京
都
市
立
音
楽
短
期
大
学

（
現
・
京
都
市
立
芸
術
大

学
）
卒
業

昭
和
　
四
十
年
　
佛
教
大
学
卒
業

平
成
　
十
一
年
　
大
谷
大
学
退
職

現
在
　
　
　
　
　
大
谷
大
学
名
誉
教
授

東
洋
音
楽
学
会
会
員

日
本
音
楽
学
会
会
員

楽
劇
学
会
会
員

〔
著
書
・
論
文
〕

『
声
明
は
音
楽
の
ふ
る
さ
と
』（
平
成
十
五

年
・
法
蔵
館
）、『
声
明
の
研
究
』（
平
成
十
一

年
・
法
蔵
館
）、

『
声
明
・
儀
礼
資
料
年
表
』

（
平
成
十
一
年
・
法
蔵
館
・
編
著
）

他
著
書
・
論
文
多
数
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―
音
楽
法
要
と
仏
教
讃
歌
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

―
集
大
成
と
し
て
『
声
明
の
研
究
』
を
出

版
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
前
後
の
お
話
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

―
幼
児
教
育
科
で
の
お
話
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

―
幼
児
教
育
科
で
学
ん
だ
学
生
さ
ん
に
つ

い
て
ご
感
想
は
い
か
が
で
す
か
。

―
現
今
の
学
生
に
何
か
望
ま
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

3

あ
り
が
と
う
岩
田
先
生

平
野
　
安
子
（
旧
姓
　
山
本
）

岩田先生へのコメント

ひらの　やすこ
Ｓ44.3短期大学部
幼児教育科卒業

大
谷
大
学
短
期
大
学
部
幼
児
教
育
科
の

二
期
生
と
し
て
入
学
し
た
私
は
ピ
ア
ノ
と
共

に
青
春
が
あ
り
、
そ
の
頃
の
岩
田
先
生
の
優

し
い
姿
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
岩

田
先
生
に
二
十
一
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
の
で

す
。
当
時
、
夫
が
室
長
を
し
て
い
た
金
沢
教

学
研
究
室
の
特
別
講
義
に
ご
出
講
さ
れ
、
そ

こ
で
お
会
い
し
ま
し
た
。
先
生
が
仏
教
と
声

明
の
ご
研
究
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
私
は
そ

の
時
初
め
て
知
り
、
驚
き
と
畏
敬
の
念
を
も

ち
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
ご
縁
が
あ
り
、
夫

の
偲
ぶ
会
の
時
、
平
野
修
作
詞
の
曲
な
ど
を

深
い
響
き
の
声
で
歌
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

哀
し
み
の
中
に
い
る
私
に
と
っ
て
、
心
に
し

み
入
る
歌
声
で
し
た
。
お
忙
し
い
中
を
お
越

し
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
本
当
に
あ
り
が

た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
金
沢
真
宗
学

院
の
特
別
講
義
を
学
院
生
で
あ
っ
た
私
は
聴

講
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
と
の
ご

縁
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。



顧
　
問

理
　
事
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本
　
部
　
報
　
告

本
　
部
　
報
　
告
�

本
　
部
　
報
　
告

本
　
部
　
報
　
告
�

本
　
部
　
報
　
告
�

14,030,000�
2,000,000�
5,530,000�
800,000�
500,000�
5,200,000�
6,792,000�
5,270,000�
1,522,000�
7,094,000�
120,000�
340,000�
6,634,000�
8,208,000�
1,835,000�
3,500,000�
560,000�
8,050,000�
1,000,000�
2,500,000�
1,000,000�
811,000

科　　目� 予算額�

合　　 計� 55,380,000

1．事　業　費�
本部事業費�
支部事業助成費�
同期会･OB会等開催助成費�
学生会助成費�
新入会員歓迎費�

2．刊　行　費�
無盡燈刊行費�
印刷製本費�

3．事　務　費�
本部事務局費�
手　　当�
通　信　費�

4．旅　　　費�
5．会　議　費�
6．委　託　費�
7．雑　　　費�
8．同窓会基金への繰入支出�
9．出版事業積立金への繰入支出�
10．同窓会活動活性化準備金�
11．予　備　費�
12．次年度繰越金�

【支出の部】� （単位：円）�

8,743,829�
40,050,000�
2,850,000�
37,200,000�
6,200,000�
150,000�
236,171

科　　目� 予算額�

合　　 計� 55,380,000

1．前年度繰越金　�
2．会　　　　　費�

会費（1）�
会費（2）�

3．入　　会　　金�
4．出版物等売上金�
5．雑　　収　　入�

【収入の部】� （単位：円）�

4,879,937�
35,967,000�
3,117,000�
32,850,000�
5,475,000�
122,700�
68,451

科　　目� 決算額�

合　　 計� 46,513,088

1．前年度繰越金　�
2．会　　　　　費�

会費（1）�
会費（2）�

3．入　　会　　金�
4．出版物等売上金�
5．雑　　収　　入�

【収入の部】� （単位：円）�

12,702,575�
1,339,775�
5,111,200�
660,000�
500,000�
5,091,600�

0�
5,186,055�
4,563,090�

0�
622,965�
6,120,468�
100,240�
290,000�
5,730,228�
7,387,200�
1,347,019�
2,401,350�
259,455�
1,364,493�
1,000,644�

0�
8,743,829

科　　目� 決算額�

合　　 計� 46,513,088

1．事　業　費�
本部事業費�
支部事業助成費�
同期会･ＯＢ会等開催助成費�
学生会助成費�
新入会員歓迎費�

2．募金活動費�
3．刊　行　費�

無盡燈刊行費�
名簿刊行費�
印刷製本費�

4．事　務　費�
本部事務局費�
手　　当�
通　信　費�

5．旅　　　費�
6．会　議　費�
7．委　託　費�
8．雑　　　費�
9．同窓会基金への繰入支出�
10．出版事業積立金への繰入支出�
11．予　備　費�
12．次年度繰越金�

【支出の部】� （単位：円）�

2004年度�
大谷大学同窓会本部収支予算書�

2003年度�
大谷大学同窓会本部収支決算書�

総会の様子
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開

催

日

〔
第
Ⅰ
部
〕

谷
大
再
発
見

〔
第
Ⅱ
部
〕

懇
　
親
　
会

同窓会ホームページについて

災
害
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す

同
窓
会
報
『
無
盡
燈
』
お
よ
び

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

本
号
よ
り
同
窓
会
員
の
皆
さ
ん
に
、
同

窓
会
報
『
無
盡
燈
』
お
よ
び
同
窓
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
無
盡
燈
」
に
関
す
る
ご
意

見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
た
め
の

ハ
ガ
キ
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
夫
婦
、
親
子
な
ど
複
数
の
同

窓
会
員
の
方
が
同
居
し
て
お
ら
れ
、
複
数

の
会
報
の
送
付
が
必
要
で
な
い
方
は
、
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

今
後
の
同
窓
会
報
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
に
、
ぜ

ひ
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ポスター
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

〈
秋
田
支
部
〉

〈
金
沢
支
部
〉

〈
大
聖
寺
支
部
〉

〈
丹
但
支
部
〉

〈
福
井
支
部
〉

会員相互の親睦・交流をはかり、校友の輪を一層広げていただくため、本会企画海外研修の旅を実施いたします。�
このたび、第9弾として〝仏教文化とヒンドゥー文化の華〟「アンコール遺跡・ボロブドゥール遺跡研修の旅」を企画い

たしました。団長を、本学教授の吉元　信行先生（仏教学）にお願いし、現地でご指導いただく予定になっています。�
会員をはじめ有縁の方々のご参加をお待ちいたしておりますので、お誘い合わせのうえご参加くださいますようご案内い

たします。�

◆
旅
行
期
間�

明
年
一
月
六
日
（
木
）
〜
一
月
十
三
日
（
木
）�

◆
募
集
人
員�

三
十
五
名
（
最
少
催
行
人
員
二
十
五
名
）�

◆
旅
行
費
用�

二
七
四
、
〇
〇
〇
円�

◆
申
込
締
切
日�

十
一
月
十
五
日
（
月
）�

◆
参
加
資
格�

同
窓
会
員
と
そ
の
ご
家
族
等�

在
学
生
の
ご
父
母
兄
姉
と
ご
家
族
等�

◆
申
込
方
法�

旅
行
会
社
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
請
求
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
を

超
え
た
場
合
は
、
申
し
込
み
順
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。�

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
・
取
扱
旅
行
代
理
店�

　
㈱
モ
ン
ト
ト
ラ
ベ
ル�

　
〒
５
５
０
―

０
０
１
３�

　
大
阪
市
西
区
新
町
一
―

八
―

一�

　
諏
訪
ビ
ル�

　
℡
０
６
―

６
５
３
１
―

１
３
４
４�

　
（
担
当
　
四
ツ
井
／
渡
辺
）�

■世界遺産アンコール遺跡・ボロブドゥール遺跡研修の旅�

1�
�
�
�
�
�
2�
�
�
�
�
3�
�
�
�
�
�
�
4�
�
�
5�
�
�
�
�
�
�
6�
�
�
7�
�
�
�
�
�
�
8

月　日�
1月6日�
（木）�
�
�
�
�

1月7日�
（金）�
�
�
�

1月8日�
（土）�
�
�
�
�
�

1月9日�
（日）�
�

1月10日�
（月）�
�
�
�
�
�

1月11日�
（火）�
�

1月12日�
（水）�
�
�
�
�
�

1月13日�
（木）�

訪問都市�
大阪�
�

バンコク�
�

シェムリアプ�
�

シェムリアプ�
�
�
�
�

シェムリアプ�
�
�
�
�

バンコク�
�

バンコク�
�
�

バンコク�
�

ジャカルタ�
�

ジョグ・ジャカルタ�
�
�

ジョグ・ジャカルタ�
�
�

ジョグ・ジャカルタ�
�

ジャカルタ�
�

バンコク�
�
�

大阪�

交通機関�
�

TG623�
�

PG942�
専用車�
�

専用車�
�
�
�
�

専用車�
�
船�
�

PG943�
専用車�
�

専用車�
�
�

専用車�
TG433�
�

GA208�
専用車�
�
�

専用車�
�
�

専用車�
GA207�
�

TG414�
�

TG622

現地時間�
09:45�
11:45�
15:35�
18:00�
19:05�
�

終日�
�

夕刻�
�
�

午前�
午後�
�

夕刻�
19:40�
20:40�
�

終日�
�
�

早朝�
07:55�
11:25�
14:50�
15:50�
夜�
�

午前�
午後�
�

午前�
13:00�
14:00�
17:40�
22:45�
23:59�
�

07:30

＊現行のスケジュールです。現地の交通事情により日程が変更になる事もございますので、あらかじめご了承願います。�
＊ご利用予定ホテル：シェムリアプ：ソフィテルロイヤルアンコール バンコク：パトゥムワンプリンセス�
　　　　　　　　　　ジョグジャカルタ：ハイアットリージェンシー�

スケジュール�
関西国際空港、国際線出発ロビー集合�
タイ国際航空にてバンコクへ�
着後、乗り継ぎ手続き�
乗り継ぎ便にてシェムリアプへ�
着後、ホテルへご案内�

【シェムリアプ　泊】�
世界三大遺跡の一つであるアンコール・ワット、�
アンコール・トム見学�
プノンバケンよりアンコール・ワットの夕景見学�
アプサラダンス鑑賞�

【シェムリアプ　泊】�
東洋のモナリザと呼ばれる彫像「バンテアイ・スレイ」見学�
クメール伝統織物研究所見学�
トンレサップ湖クルーズ�
空港へ�
空路、バンコクへ�
着後、ホテルへご案内�

【バンコク　泊】�
バンコク市内観光�
暁の寺院、王宮・エメラルド寺院、ワット・ポー寺院　見学�

【バンコク　泊】�
空港へ�
空路、インドネシアのジャカルタへ�
着後、乗り継ぎ手続き�
国内便にてジョグ・ジャカルタへ�
着後、ホテルへご案内�
伝統的なワヤンクリ（影絵）鑑賞�

【ジョグ・ジャカルタ　泊】�
世界遺産のボロブドゥール遺跡見学�
プランバナン観光�

【ジョグ・ジャカルタ　泊】�
ジョグ・ジャカルタ市内観光、王宮、水の王宮見学後、空港へ�
国内便にてジャカルタへ�
ジャカルタ着�
ジャカルタよりバンコクへ�
着後、乗り継ぎ手続き�
一路、帰国の途へ�

【機中　泊】�
関西国際空港着�
�

お疲れ様でした。�

大谷大学同窓会海外研修　第9弾�
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小
川
一
乗
先
生
、
河
内
昭
圓
先
生
に

名
誉
教
授
の
称
号
お
く
ら
れ
る

部
局
長
の
交
代

F

定
年
退
職

G契
約
期
間
満
了
に
よ
る
退
職

人
　
事

母校の動き（2004年4月～2004年8月）�

「大谷大学のあゆみ　清沢満之と真宗学」

「インドのおどろき」 小谷　信千代　本学教授

「戦国時代と本願寺」 草野　顕之　本学教授

「『私』という樹にどんな花が咲くのか　－日本語表現を学ぶこと－」
荒井　とみよ　本学非常勤講師

「『らしさ』の歴史学」 京樂　真帆子　滋賀県立大学助教授

「樹心仏地　－値遇と自覚－」 神戸　和麿　本学教授
「文化の政治性　－天皇の中世文化をめぐって－」
脇田　晴子　城西国際大学大学院教授

「仏教の歴史とアジアの文化Ⅰ」

「『御文』管見」 沙加戸　弘　本学教授

「越後から関東へ　－親鸞聖人42歳の決断－」
今井　雅晴　筑波大学大学院教授

「異文化との出会いで考えたこと　－アフリカやアメリカでの体験を中心に」
古川　哲史　元オハイオ大学講師

「部落問題の今　－両側からこえる－」
住田　一郎　西成労働福祉センター

「人生の物語　九条武子と関東大震災」 佐賀枝　夏文　本学教授

「新指定重要文化財　湯浅景基寄進状」

21(水)「仏教と世俗との交流　－石に刻まれた経典－」大内　文雄　本学教授
22(木)「親鸞聖人に教えられていること」 廣瀬　惺　同朋大学教授
23(金)「念仏の諸相」 福島　光哉　本学名誉教授

授与式の様子 授与式の様子
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依
願
退
職

新
規
採
用
・
任
命

P

G

昇
　
格

F

Q
重
要
文
化
財
指
定
決
定

本
学
所
蔵
史
料

「
湯
浅
景
基
寄
進
状
」

「湯浅景基寄進状」
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特
別
展

「
京
の
文
化
人
と
そ
の
遺
産

―
神
田
家
の
系
譜
と
蔵
書
―
」

冬
季
企
画
展

「
京
都
を
学
ぶ
」

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

博
物
館
開
館
日
程

響
流
館
　
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｄ

の
ご
案
内

三
名
の
方
が

博
士（
文
学
）の
学
位
を
取
得

課
程
博
士
の
学
位
を
授
与

響流館１DAY CARD

授与式の様子
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第
四
十
九
回
国
際
東
方
学
者
会
議開

催

パ
ー
リ
学
仏
教
文
化
学
会

第
十
八
回
学
術
大
会
開
催

宗
祖
誕
生
会

会場の様子

今井　雅晴氏

会議の様子
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『
文
藝
春
秋
』『
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
』
誌

コ
ラ
ム
執
筆
者
紹
介

大
学
出
版
物
の
紹
介

【
団
体
成
績
】

●
サ
ッ
カ
ー
部

●
硬
式
野
球
部

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
男
子
）

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
女
子
）

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
男
子
）

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
女
子
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
（
男
子
）

二
〇
〇
四
年
度
春
季

課
外
活
動
結
果

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
（
女
子
）

●
卓
球
部
（
男
子
）

●
卓
球
部
（
女
子
）

【
個
人
成
績
】

●
硬
式
野
球
部

Ⅱ
部
最
優
秀
選
手
賞

Ⅱ
部
首
位
打
者
賞

Ⅱ
部
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
　
外
野
手

Ⅱ
部
最
優
秀
投
手
賞

Ⅱ
部
打
撃
ベ
ス
ト
テ
ン
　
第
三
位

Ⅱ
部
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
　
外
野
手

Ⅱ
部
打
撃
ベ
ス
ト
テ
ン
　
第
五
位

Ⅱ
部
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
　
捕
手

Ⅱ
部
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
　
投
手

「生活の中の仏教用語」（『文藝春秋』）



教
育
振
興
資
金
（
募
金
）
に
つ
い
て

◆
件
　
数
　
　
　
六
十
八
件

◆
寄
付
金
総
額
　
五
、
六
二
八
、
〇
〇
〇
円

教
育
振
興
資
金
寄
付
者
（
敬
称
略
）

H

G
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2004年度後期　大谷大学生涯学習講座のご案内�
大谷大学では、学校教育修了後も学び続けたいという方々のために、さまざまな講座の展開を予定してお
ります。ぜひ、この機会に再度本学の“学び”に触れてみませんか。�
以下の講座はすべて本学が会場です。（紫明講座１「大谷大学・龍谷大学連携講座」の会場については、お
問い合わせください。）�

開 放 セ ミ ナ ー�

紫 明 講 座�

テ ー マ�
担当講師�
開 講 日�
開講時間�
受 講 料�
申込締切�

ビートルズサウンドの魅力にせまる　－音楽における異文化・同文化発見－�
本学教授　米本　義孝�
10月21日・28日、11月4日・18日・25日、12月2日（いずれも木）�
17:50～19:20�
9,000円（税込）�
10月14日（木）＊当日消印有効�

テ ー マ�
担当講師�
開 講 日�
開講時間�
受 講 料�
申 込 先 �

大谷大学・龍谷大学連携講座　蓮如と山科本願寺　－最新の研究成果に学ぶ－�
本学教授　草野　顕之ほか�
10月2日・16日・30日、11月13日・20日、12月4日（いずれも土）�
10:45～12:15�
9,000円（REC個人会員7,500円）（テキスト代、税込）�
REC京都（TEL：075-645-7892）�

テ ー マ�
担当講師�
開 講 日�
開講時間�
受 講 料�
申込締切�

親鸞思想入門　－「正信偈」を読む－�
本学助教授　木越　　康�
10月20日・27日、11月10日・17日、12月1日・8日（いずれも水）�
17:50～19:20�
6,000円（税込）�
10月13日（水）＊当日消印有効�

1

テ ー マ�
担当講師�
開 講 日�
開講時間�
受 講 料�
申込締切�

「しがねぇ恋のなさけがあだ」　－浄瑠璃名文集　そのⅡ－�
本学教授　沙加戸　弘�
10月27日、11月10日・17日、12月1日（いずれも水）�
17:50～19:20�
6,000円（税込）�
10月20日（水）＊当日消印有効�

2

テ ー マ�
担当講師�
開 講 日�
開講時間�
受 講 料�
申込締切�

伝説と民謡で旅するドイツ　－山の精霊からバッハまで－�
本学専任講師　吉田　孝夫�
12月3日・10日・17日（いずれも金）�
17:50～19:20�
3,000円（税込）�
11月26日（金）＊当日消印有効�

3

テ ー マ�
担当講師�
開 講 日�
開講時間�
受 講 料�
申込締切�

唯識思想へのいざない　－摂大乗論に基づいて－�
本学教授　小谷　信千代�
12月2日・9日・16日（いずれも木）�
17:50～19:20�
3,000円（税込）�
11月25日（木）＊当日消印有効�

4

1 2

博 物 館 セ ミ ナ ー �
テ ー マ�
担当講師�
開 講 日�
開講時間�
受 講 料�
申込締切�

はじめて学ぶ古文書読み解き講座�
本学専任講師・博物館学芸員　平野　寿則�
9月25日、10月2日・16日・30日、11月6日・27日、12月11日（いずれも土）�
①10:00～11:00　②11:10～12:10　※10/16・30は②のみ�
12,000円（税込）�
9月17日（金）＊当日消印有効�

1

【申し込み方法】�
各講座とも、ハガキ、FAX、Eメールにて、①講座名、②氏名（フリガナ）、③年齢、④性別、⑤職業、⑥郵便番号、⑦住所、⑧電話番号を明記のうえ、下記までお申し込みください。�
【申し込み／問い合わせ先】�
〒603-8143 京都市北区小山上総町  大谷大学教育研究支援課　TEL：075－411－8161（直通）　FAX：075－411－8162�
E‐mail　opensemi@sec.otani.ac.jp�
＊講座名は変更になることがあります。各講座の詳細については、教育研究支援課までお問い合わせください。�

大谷大学
・指定校制推薦入学
・公募制推薦入試（A方式＝小論文型、Ｂ方式＝1教科型）
・一般入試［第1期］（3教科型、2教科型）
・一般入試［第2期］
・一般入試［大学入試センター試験利用入試］
・第3学年推薦編入学
・第3学年一般編入試

大谷大学短期大学部
・指定校制推薦入学
・公募制推薦入試（A方式＝小論文型、Ｂ方式＝1教科型）
・一般入試［第1期］
・一般入試［第2期］

大谷大学大学院
・秋季試験　　　　【修士課程】
・外国人留学生入試【博士後期課程、修士課程】
・社会人入試　　　【修士課程】
・春季試験　　　　【博士後期課程、修士課程】

入学試験に関するお問い合わせは、
大谷大学入学センター　075‐411‐8114（直通）
E-mail：nyushi-c@sec.otani.ac.jp
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大和ゼミ（1999年度～2002年度卒業生）同期会（2004.3.6）

河内昭圓先生最終講義及び謝恩会（2004.3.13）
大山喬平先生最終講義ならびに謝恩会（2004.3.8）

荒井とみよ先生ゼミ文学部卒業
生同期会・送別謝恩会

（2004.3.27）

雲の糸
（昭和43年入学雲井クラス）

（2004.3.25）

平成13年卒業　木村ゼミ同期会（2004.5.2～3）
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大谷大学昭和55年度三寮（育英・貫練・下鴨）合同同期会
（2004.5.8）

大谷大学専門部（昭和21年9月卒）同期会（2004.5.12）

第18回「谷大一八会」（2004.5.17～18）

昭和20年入学の有志の会（洗心会）
（2004.5.18～20）

道交会（2004.5.22）
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大谷大学予科一八会（2004.6.3～4）

野村先生喜寿のお祝い会（2004.6.19）

第28期大谷大学バレーボール部OB・OG会（2004.6.20）

大谷大学知真学寮第6期生同期会（2004.6.19）

第14期　自灯学寮同期会（2004.5.22～23）
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開催日 会　合　名
2004 3.  5（金） 知真学寮12期生同期会
2004 3.  6（土） 平成13年卒　神戸先生ゼミ同期会
2004 3.  6（土） 大和ゼミ（1999年度～2002年度卒業生）懇談会
2004 3.  8（月） 大山喬平先生最終講義ならびに謝恩会
2004 3.13（土） 河内昭圓教授最終講義及び謝恩会
2004 3.25（木） 雲の糸（S43年入学雲井クラス）
2004 3.27（土） 荒井とみよ先生ゼミ文学部卒業生同期会・送別謝恩会
2004 4.18（日） 2000年卒業幼児教育科Bクラス同期会
2004 5.  2（日） 平成13年卒業　木村ゼミ同期会
2004 5.  8（土） 大谷大学昭和55年度三寮（育英・貫練・下鴨）合同同期会
2004 5.12（水） 大谷大学専門部（昭和21年9月卒）同期会
2004 5.17（月） 第18回「谷大一八会」
2004 5.18（火） 昭和20年入学の有志の会（洗心会）
2004 5.22（土） 第14期　自灯学寮同期会
2004 5.22（土） 道交会
2004 5.29（土） 第28回浄眼洞（山田亮賢先生門下生の会）
2004 6.  3（木） 大谷大学予科一八会
2004 6.17（木） 第2回大谷大学専門部昭和24年卒業同期会
2004 6.19（土） 自灯学寮（第17期）同期会
2004 6.19（土） 野村先生喜寿のお祝い会
2004 6.19（土） 大谷大学知真学寮第6期生同期会
2004 6.20（日） 第28期大谷大学バレーボール部OB・OG会
2004 6.26（土） 書道部OB会
2004 6.27（日） ソフトテニス部OB会
2004 7.  3（土） 大谷大学バスケットボール部OB・OG会
2004 7.  4（日） 旧山岳部員の会（'95・'96年度入部員）
2004 7.  8（木） 大谷大学1958年度学友会（1962年卒業生）
2004 7.14（水） 暁鐘十四会
2004 7.19（月） 硬式野球部OB会
2004 7.30（金） 昭和34年度谷大フランス語クラス同期会　岩見先生の喜寿を祝う会

同期会、ゼミ・クラス会、OB・OG会開催一覧

同期会、ゼミ・クラス会、ＯＢ・
OG会を開催企画される場合は、同窓会本部へ

ご連絡ください。連絡用リスト（名簿）・宛名シールの提供な
らびに通信費等の一部として開催助成金（１万円）を補助させてい

ただきます。また、同窓会ホームページ「無盡燈」へも開
催の告知および報告を掲載いたします。�

同期会、ゼミ・クラス会、OB・OG会等の�
開催をお世話いただく幹事さんへ�

第２回大谷大学専門部昭和24年卒業同期会（2004.6.17～18）

大谷大学1958年度学友会（1962年卒業生）（2004.7.8～9）

昭和34年度谷大フランス語クラス同期会
岩見先生の喜寿を祝う会（2004.7.30）

暁鐘十四会（2004.7.14～15）

書道部OB会（2004.6.26）
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宇
佐
美
有
紀
（
Ｈ
7
文
）�

一
柳
　
　
翼
　
　
　
　
　
● 

村
田
　
匡
美
（
Ｈ
9
短
）�

ご
生
前
の
ご
功
労
を
偲
び
、�

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。�

（
　
）
内
は
最
終
卒
業
・
修
了
年
〈
敬
称
略
〉�

※
同
窓
会
本
部
掌
握
分�

比
留
間
典
子
　
短
　
期
（
Ｓ
４７
）
　
Ｈ
１３
・
２
・
２�

佐
々
木
士
郎
　
文
学
部
（
Ｓ
２９
）
　
Ｈ
１３
・
７
・
１３�

武
田
佐
世
子
　
短
　
期
（
Ｈ
１１
）
　
Ｈ
１５
・
５
・
６�

和
田
　
旭
亮
　
文
学
部
（
Ｓ
３１
）
　
Ｈ
１５
・
６
・
９�

高
山
　
貞
親
　
大
学
部
（
Ｓ
１０
）
　
Ｈ
１５
・
８
・
１６�

沢
島
　
忠
雄
　
大
学
部
（
Ｓ
２２
）
　
Ｈ
１５
・
９
・
２３�

安
井
　
信
雅
　
文
学
部
（
Ｓ
４５
）
　
Ｈ
１５
・
９
・
３０�

近
松
　
淳
一
　
大
学
部
（
Ｓ
１６
）
　
Ｈ
１５
・
１１
・
１０�

佐
々
木
智
夫
　
大
学
部
（
Ｓ
２５
）
　
Ｈ
１５
・
１１
・
２１�
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同　　　窓　　

谷
大
に
学
ん
で�

ま
だ
地
下
鉄
も
な
く
旧
校
舎
だ
っ
た
時
代
に
、

私
は
大
谷
大
学
で
仏
教
学
を
学
び
ま
し
た
。
現

在
は
北
陸
で
内
観
研
修
所
を
営
み
な
が
ら
、
臨

床
心
理
士
の
資
格
を
有
し
大
学
の
学
生
相
談
も

担
当
し
て
い
ま
す
。
大
学
時
代
は
猶
予
期
間
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
私
の
大
学
生
活

は
そ
れ
で
し
た
。�

本
音
で
人
と
語
り
合
い
た
く
て
、
つ
ま
り
「
自

分
の
存
在
」
を
確
か
め
た
く
て
谷
大
に
入
学
し

ま
し
た
。
学
生
生
活
で
は
、
人
間
関
係
の
さ
ま

ざ
ま
な
R
藤
が
あ
り
、
心
を
傷
つ
け
あ
い
ま

し
た
。
知
人
等
は
私
の
短
所
を
指
摘
し
ま
す
が
、

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

が
自
分
の
内
面
に
目
を
向
け
始
め
た
の
は
、
知

人
等
が
郷
里
に
帰
っ
て
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
傷

つ
け
て
も
、
な
ぜ
見
守
る
の
か
と
い
う
強
い
情

動
を
伴
っ
た
問
い
か
ら
で
し
た
。
自
分
を
見
つ

め
る
方
法
と
し
て
「
内
観
」
を
選
び
ま
し
た
。

そ
の
研
修
を
繰
り
返
す
中
で
、
私
の
心
は
癒
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。
同
時
に
私
自
身
が
面
接
者

と
な
り
内
観
研
修
を
す
る
人
々
の
声
を
聞
き
つ

づ
け
、
慈
愛
を
基
盤
と
し
た
罪
悪
の
自
覚
は
、

人
の
悩
み
を
転
換
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
も
つ
と

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
日
々
、
来
談
者
の
話
を

傾
聴
す
る
こ
と
は
私
に
と
っ
て
本
音
の
つ
き
あ

い
で
す
。
短
期
間
だ
け
の
関
係
性
で
は
あ
り
ま

す
が
濃
厚
な
関
係
で
あ
り
、
自
分
を
実
感
し
、

来
談
者
と
の
繋
が
り
か
ら
「
生
か
さ
れ
て
い
る
」

こ
と
を
感
じ
ま
す
。�

引
き
こ
も
り
の
子
ど
も
を
持
つ
あ
る
母
親
は

「
無
償
の
愛
」
と
は
何
な
の
か
と
私
に
質
問
し

ま
し
た
。
正
直
に
い
う
と
、
そ
の
時
点
で
は
う

ま
く
説
明
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
表
面
上
の
言

葉
だ
け
で
返
答
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
す
。
そ

の
子
ど
も
が
求
め
て
い
る
も
の
は
見
捨
て
ら
れ

な
い
と
い
う
確
証
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
信

頼
感
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
母
親
は
心

の
基
盤
が
分
か
ら
な
い
た
め
子
ど
も
の
言
動
に

振
り
回
さ
れ
、
子
ど
も
は
疲
れ
た
母
親
を
見
て

混
乱
す
る
。
そ
の
よ
う
な
図
式
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
不
十
分
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
私

は
こ
の
心
の
基
底
を
大
学
で
学
び
ま
し
た
。
そ

れ
に
携
わ
れ
る
仕
事
が
で
き
幸
い
で
す
。�

（
北
陸
内
観
研
修
所
　
副
所
長
）�

長
　
島
　
美
稚
子�

（
旧
姓
‥
寺
）�

 

（
昭
和
五
十
五
年
文
学
部
仏
教
学
科
・
仏
教
学
分
野
卒
業
）�

炭
竈
　
智
雄
　
修
　
士
（
Ｓ
５１
）
　
Ｈ
１６
・
１
・
６�

長
守
　
昭
琢
　
文
学
部
（
Ｓ
３５
）
　
Ｈ
１６
・
１
・
２７�

寺
西
　
賢
照
　
大
専
門
（
Ｓ
１３
）
　
Ｈ
１６
・
１
・
３０�

岡
本
　
秀
照
　
大
学
部
（
Ｓ
２１
）
　
Ｈ
１６
・
２
・
４�

白
城
　
　
豊
　
文
学
部
（
Ｓ
３３
）
　
Ｈ
１６
・
２
・
１３�

千
葉
　
了
昭
　
大
学
部
（
Ｓ
２７
）
　
Ｈ
１６
・
２
・
２０�

大
久
保
信
久
　
大
学
部
（
Ｓ
２６
）
　
Ｈ
１６
・
２
・
２０�

清
水
　
明
正
　
大
予
科
（
Ｓ
９
）
　
Ｈ
１６
・
３
・
６�

巨
山
　
政
治
　
大
専
門
（
Ｓ
６
）
　
Ｈ
１６
・
３
・
１７�

青
山
　
康
麿
　
短
　
期
（
Ｓ
３９
）
　
Ｈ
１６
・
３
・
１８�

篠
原
　
兼
正
　
大
専
門
（
Ｓ
１２
）
　
Ｈ
１６
・
３
・
２８�

花
房
　
美
静
　
大
学
部
（
Ｓ
１９
）
　
Ｈ
１６
・
４
・
１�

寶
達
　
立
澄
　
文
学
部
（
Ｓ
３０
）
　
Ｈ
１６
・
４
・
１７�

今
居
　
至
静
　
文
学
部
（
Ｓ
３６
）
　
Ｈ
１６
・
４
・
２０�

梅
田
　
郁
雄
　
文
学
部
（
Ｓ
２８
）
　
Ｈ
１６
・
４
・
２３�

日
野
　
正
遵
　
大
専
門
（
Ｓ
１０
）
　
Ｈ
１６
・
４
・
２９�

長
尾
　
亮
輝
　
大
専
門
（
Ｓ
２０
）
　
Ｈ
１６
・
５
・
１�

黒
部
　
国
丸
　
文
学
部
（
Ｓ
３１
）
　
Ｈ
１６
・
５
・
１０�

藍
川
　
徳
成
　
大
学
部
（
Ｓ
５
）
　
Ｈ
１６
・
５
・
１１�

坂
本
　
孝
曄
　
大
学
部
（
Ｓ
２７
）
　
Ｈ
１６
・
５
・
１８�

浅
井
　
祐
芳
　
修
　
士
（
Ｓ
４５
）
　
Ｈ
１６
・
５
・
２２�

溝
口
　
　
S
　
大
学
部
（
Ｓ
１７
）
　
Ｈ
１６
・
６
・
７�

天
児
　
　
旻
　
大
学
部
（
Ｓ
２３
）
　
Ｈ
１６
・
６
・
１０�

川
那
辺
　
恵
　
大
学
部
（
Ｓ
２６
）
　
Ｈ
１６
・
６
・
１６�

木
越
　
正
信
　
文
学
部
（
Ｓ
４８
）
　
Ｈ
１６
・
６
・
１８�

吉
元
　
英
隆
　
大
学
部
（
Ｓ
２４
）
　
Ｈ
１６
・
７
・
７�

藤
　
　
兼
晃
　
大
学
部
（
Ｓ
２２
）
　
Ｈ
１６
・
７
・
１３�

藤
本
　
雅
俊
　
文
学
部
（
Ｓ
３２
）
　
Ｈ
１６
・
７
・
１７

伊
藤
　
義
弘
　
文
学
部
（
Ｓ
３１
）
　
Ｈ
１６
・
８
・
５
�

同
窓
会
福
井
支
部
長
�

藤
　
　
兼
晃
氏
　
ご
逝
去
�

　
同
窓
会
発
展
の
た
め
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
同
窓

会
福
井
支
部
長
の
藤
　
兼
晃
氏
が
本
年
七
月
十
三

日
に
還
浄
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
こ
こ
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
、
謹
ん
で
お
悔
み

申
し
あ
げ
ま
す
。
�
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畠
中
光
享（
昭
和
四
十
五
年
文
学
部
卒
）�

大
谷
大
学
非
常
勤
講
師�

京
都
造
形
芸
術
大
学
教
授�

釈
尊
が
入
滅
さ
れ
た
の
は
西
暦
前
五
世
紀
後
半
、
そ
の

後
、
西
暦
一
世
紀
後
半
ま
で
は
、
人
間
か
ら
覚
者
「
仏
陀
」

と
な
ら
れ
た
釈
尊
に
対
し
て
、
恐
れ
多
い
こ
と
か
ら
人
間

の
姿
と
し
て
の
仏
像
が
造
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
釈
尊
の
生
涯
の
中
で
四
つ
の
重
要
な
出
来
事
を
四

大
事
蹟
と
い
い
、「
誕
生
」「
成
道
」「
初
転
法
輪
」「
涅

槃
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
も
最
も
重
要
な
出
来

事
は
「
成
道
」
で
あ
り
ま
す
。
六
年
の
苦
行
の
末
、
一
本

の
菩
提
樹
下
に
坐
し
仏
陀
と
な
ら
れ
た
の
で
、
成
道
の
象

徴
と
し
て
菩
提
樹
を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
釈
尊
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
四
大
事
蹟
の
順
に
「
蓮
」

「
菩
提
樹
」「
法
輪
」「
仏
塔
」
が
石
に
刻
ん
で
造
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
菩
提
樹
は
寒
さ
に
弱
く
、
霜
に
あ
た
る
と
た

ち
ど
こ
ろ
に
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
日
本
で
菩
提
樹
と
い

っ
て
植
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
中
国
産
の
シ
ナ
ノ
キ
科
の

木
で
、
イ
ン
ド
菩
提
樹
と
は
全
く
違
う
も
の
で
す
。
イ
ン

ド
で
菩
提
樹
の
念
珠
と
し
て
売
ら
れ
て
い
る
の
も
ホ
ル
ト

ノ
キ
科
の
別
の
木
の
種
で
す
。
イ
ン
ド
菩
提
樹
は
極
め
て

小
さ
な
種
で
、
発
芽
す
る
の
に
三
カ
月
以
上
か
か
り
、
寒

さ
に
弱
く
、
日
本
の
冬
を
屋
外
で
は
越
せ
ま
せ
ん
。
高
温

と
強
い
日
射
し
と
水
さ
え
あ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
と
大
き
く

育
ち
ま
す
。
ハ
ー
ト
の
形
の
美
し
い
葉
の
菩
提
樹
は
神
々

し
く
、
仏
教
だ
け
で
な
く
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
で
も
崇
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
の
仏
跡
に
巡
拝
す
る
と
必
ず
菩
提
樹

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
今
日
で
も
釈
尊
の
象
徴
と
し
て
崇

め
ら
れ
て
い
た
り
、
阿
難
な
ど
ゆ
か
り
の
高
弟
の
象
徴
と

し
て
礼
拝
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
ら
の
樹
に
チ
ベ
ッ

ト
の
人
々
は
タ
ル
チ
ョ
と
い
っ
て
マ
ン
ト
ラ
（
真
言
）
を

刷
っ
た
旗
を
張
り
巡
ら
し
、
南
伝
仏
教
の
人
々
は
金
箔
片

を
押
し
て
、
本
当
に
釈
尊
そ
の
も
の
と
し
て
礼
拝
さ
れ
て

い
る
の
を
見
る
と
、
胸
を
打
た
れ
ま
す
。�

表
紙
絵�

　
　�仏
の
イ
メ
ー
ジ
「
菩
提
樹
」
　

 

116.7
×
72.7�
cm
�
一
九
九
五
年
作�

二
種
世
間
清
浄�

私
た
ち
の
生
き
る
場
所
を
世
親
は
『
浄
土
論
』
に
二
種
世
間
と
表
わ
す
。
器
世
間
、
衆
生

世
間
の
二
種
で
あ
る
。「
器
」
と
は
う
つ
わ
、
容
器
で
あ
る
。
水
を
入
れ
保
つ
と
こ
ろ
の
茶

碗
、
コ
ッ
プ
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
衆
生
世
間
の
「
衆
生
」
と
は
生
き
物
、
人
間
の
こ
と
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
の
生
き
る
あ
り
方
は
環
境
（
器
世
間
）
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
が
代
替

不
可
能
な
い
の
ち
の
営
み
、
主
体
（
衆
生
）
を
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。�

そ
れ
は
、
自
然
と
人
間
、
社
会
と
人
間
の
関
係
、
こ
と
に
自
然
と
人
間
の
つ
な
が
り
が
『
浄

土
論
』
で
は
、
水
功
徳
、
地
功
徳
、
虚
空
功
徳
で
表
わ
さ
れ
る
。
そ
の
中
、
水
功
徳
に
つ
い

て
は
、�

宝
華
千
万
種
に
し
て
　
池
・
流
・
泉
に
弥
覆
せ
り�

微
風
華
葉
を
動
か
す
に
　
交
錯
し
て
光
乱
転
す�

と
示
す
。
私
た
ち
の
生
活
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
花
が
あ
り
、
水
が
あ
り
、
池
が
あ
る
。
私

は
大
学
で
二
十
五
年
間
学
び
、
そ
し
て
現
在
尾
州
寮
、
学
生
二
十
九
名
と
共
に
生
活
し
て
い

る
。
と
き
ど
き
賀
茂
川
に
散
歩
に
出
か
け
る
こ
と
が
あ
る
。
綺
麗
な
賀
茂
川
の
流
れ
、
泳
い

で
い
る
魚
、
水
鳥
た
ち
に
出
会
う
。
そ
し
て
彼
方
に
は
比
叡
山
が
見
え
る
。
そ
の
間
に
樹
々
、

家
々
が
立
ち
並
び
人
び
と
が
生
活
し
て
い
る
。�

水
は
私
た
ち
の
生
活
に
潤
い
を
与
え
、
大
地
は
堅
固
さ
、
支
え
で
あ
る
。
虚
空
は
空
の
広

大
さ
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
人
間
生
活
は
そ
の
よ
う
な
広
や
か
さ
の
中
に
あ

り
な
が
ら
、
よ
く
言
わ
れ
る
「
智
に
働
け
ば
角
が
立
つ
。
情
に
棹
さ
せ
ば
流
さ
れ
る
。
意
地

を
通
せ
ば
窮
屈
だ
、
兎
角
に
人
の
世
は
住
み
に
く
い
。」（『
草
枕
』）･･

･
と
。
私
た
ち
は
自
然

内
存
在
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
離
脱
し
自
我
意
識
を
中
心
に
自
立
し
て
生
き
る
。

あ
た
か
も
日
々
が
自
分
の
足
、
自
ら
の
足
の
力
に
よ
っ
て
方
向
を
見
定
め
よ
う
と
し
た
営
み

で
あ
る
。�

北
大
路
、
そ
の
一
角
に
あ
る
大
学
、
尾
州
寮
を
何
度
も
通
っ
た
。
し
か
し
、
私
の
歩
み
、

足
の
力
の
底
に
は
、
掘
っ
て
も
掘
っ
て
も
出
遇
え
な
い
深
い
支
え
が
あ
る
。
私
の
立
つ
大
地

に
は
、
四
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
も
富
士
山
も
蟻
も
黙
っ
て
支
え
て
い
る
無
限
の
功
徳
の
恵
み
が
あ

る
。
二
種
世
間
「
清
浄
」
と
は
、
そ
の
大
地
の
深
み
か
ら
の
根
元
の
呼
び
か
け
、
清
浄
意
欲
、

如
来
の
願
心
に
呼
び
醒
ま
さ
れ
歩
む
道
と
い
え
る
。�

大
谷
大
学
教
授
・
真
宗
学
　
神
戸
　
和
麿�
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